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Interchange Responsive 

Content

Interchangeは、デバイスの環境に

応じて、表示させるコンテンツ（画像、

または外部HTML）を切り替える仕組

みです 図 5 。HTML5のsrcset属性に

似た処理を行うもので、モバイルでは

軽い画像を表示し、デスクトップでは

より高解像度な画像を表示、と行った

用途に使用できます。画面サイズや端

末の向き、device-pixel-ratioに応じ

て切り替えることが可能です 図 6 。

Equalizer

Equalizerは、通常のグリッドシステムに

対するオプションとして提供されている

JavaScriptライブラリです 図 4 。グリッドで

横に並べた複数カラムの高さは通常内包する

テキストの量などに応じてなりゆきになります

が、Equalizerを使用することで各カラムの

高さを揃えることができます。「foundation.

equalizer.js」というJSファイルを別途読み

込んだ上、「.row」の要素に「data-equalizer」

属性を追加して実装します。

図 6  HTMLの記述例

図 5  Interchange Responsive Content

「data-interchange」属性に、複数の値を指定して実装する

// 画像を画面サイズで切替
<img data-interchange="[../images/default.jpg, (default)], [../images/medium.jpg, (medium)], [../images/

large.jpg, (large)]">

// 外部HTMLを画面サイズで切替
<div data-interchange="[../include/default.html, (small)], [../include/medium.html, (medium)], [../include/

large.html, (large)]"></div>

http://foundation.zurb.com/docs/components/interchange.html

図 4  Equalizer

http://foundation.zurb.com/docs/components/equalizer.html


